
コマツの
目指すべき姿

安全で生産性の高い
スマートでクリーンな未来の現場

広　告

育てた人材が、地域を育ててくれる。
育てた人材が、コマツを育ててくれる。
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ESG
の課題解決

好循環=持続的成長

好循環=持続的成長

収益向上
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人を育てる

「あるべき理想の現場」をつくる。 

油圧、電子機器・トレーニングコースの
実習風景

オペレーター・トレーニングコースの
実地訓練

卒業後
インストラクターとして活躍する女性

職業訓練校スタッフ

＊人材育成への
取り組みを
映像でもご覧ください。

〒107-8414  東京都港区赤坂 2-3-6

FAX 03-3505-9662

https://home.komatsu/jp/
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本業を通じた
ESG課題解決

CSR重点分野と
SDGsとの関係

コマツの
CSR重点分野

産業技術革新

気候変動

協業

持続可能都市

経済発展

持続可能都市

協業

●気候変動に対応し
た環境負荷低減や
安全に配慮した高
品質・高能率な商品・
サービス・ソリューション
の提供

生活を豊かにする
社会が求める商品を

提供する

創業者
竹内明太郎の
思想

製作困難で
未だ

経験のないものを
製作する

●多様な人材の育成
●ダイバーシティ・グロー
バル人材の強化と育成

●ステークホルダーとの
協業による社会的
課題の解決
●責任ある企業行動

人を育てる 社会とともに
発展する

技術は人なり、
企業は人なり

地方に受けし
寄与に報いん

リベリアの職業訓練校と寄贈したコマツの油圧ショベル

リベリアを再建する次世代を育む

建設機械のオペレーションから、子ども向け出前授業まで。コマツが手がける人材教育は全方位的だ。1917年、前身と

なる小松鉄工所の立ち上げとほぼ同時に、機械を動かす技術者の養成所を設立。教育の内容は、海外展開に伴い

現地の実情に合わせておのずと多彩になっていった。そんなコマツに、一つのプロジェクトへ協力の相談が舞い込む。

顔の見える育成が
地域に根付き、広がっていく

コマツらしい技術やノウハウで、どんな育成ができるだろうか

内戦が終結し、再建に取り組む西アフリカ・リベリアで、日本政府

が出資、国際連合工業開発機構が運営に携わる職業訓練校。

復興で都市開発が進むなか、建機のオペレーターやメンテナン

スなどの技能者を育成するため、コマツの知見が求められた。

基礎知識と技術を３カ月で学ぶカリキュラムをつくり、機械や設

備も提供。2014年から約５年間で300人以上の若者が卒業し、

地元企業などに巣立っていった。プロジェクトはその後、独り立ちし、

現在も地域を支える人材を生み出している。

同じ建設機械でも、土が違えば動かし方も違う。リベリアへは南アフリカ

の拠点から講師を派遣するなど顔の見える育成にこだわった。南アでは

現地パートナー企業と共同で、就労に必要な基礎教育を提供するセン

ターをすでに10年以上運営し続けている。「身につけた知識で、次の

誰かが夢をかなえて仕事を見つける手助けをしたい」。リベリアの訓練

校の卒業生で、今は講師として指導にあたる女性は笑顔を見せた。

コマツの取り組みは各地に根を張り、持続可能な未来を育んでいる。


